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はじめに

動物による種子散布では，昆虫や哺乳類より

も移動能力の高い鳥類のほうが散布距離は長

くなる傾向がある．貯食型の種子散布の場合，

その散布距離は日本のアリ類で 7.2m（中西 

1999），野ネズミでは多くは 30m 以下（箕口 

1993）で最大でも 74.8m（平田ほか 2007），

ニホンリス Sciurus lis では最大 62m（Tamura 

＆ Shibasaki　1996）という報告がある．一

方，ヤマガラ Poecile varius では最大 94m（藤

田 1996） や 210m（ 榊 原 1989）， カ ケ ス

Garrulus glandarius では餌台から 300m 以内

に貯食をしていたという（中村 1998）．この

ことから，鳥類による種子散布は，昆虫や哺乳

類にくらべて種子をより遠くに分散させること

に貢献していると考えられる .

ホシガラスNucifraga caryocatactes はユーラ

シア大陸における亜高山帯の針葉樹林から高山

帯を生息場所とし（中村・中村 1995），マツ属

の種子を主な食物としている（清棲 1965，黒

田 1967，Vander Wall 1990，Cramp 1994）．

日本の北海道や本州中部以北に生息するホシ

ガラスはハイマツ Pinus pumila (Pall.) Regel の

種子を主な食物としており，その種子を貯食

する行動がいくつか報告されている（中村・

中 村 1995，Kajimoto et al . 1998，Hayashida 

2003，斉藤 2003）．

ハイマツの球果は種子の成熟後も裂開せず

（斉藤 1982，谷 2014），球果をそのまま地下

に埋めた実験から，発芽は成功しないことが確

認されている（斉藤 2003）．つまり，球果が

裂開しないハイマツは，動物によって球果から

種子が取り出されない限り発芽はできない．そ

のため，ハイマツの更新にはホシガラスの貯食

行動が重要な役割を果たしているという（梶

本 1995，Hayashida 2003）． そ し て そ の 散

布距離は，100m から 1km と考えられている

（Hayashida 2003）．

富士山にはハイマツが生育していないが（木

澤ほか 1969，沼田・岩瀬 2002，丸田・増山 

2009），富士山北西斜面の亜高山帯上部にはホ

シガラスがほぼ 1 年中生息し（西 2011），繁

摘要　
日本の亜高山帯ではホシガラスはハイマツの種子を貯食するが，富士山にはハイマツが分布しない．富士

山北西斜面においてホシガラスが何を貯食しているのかを明らかにするために，本研究ではホシガラスの貯

食行動と飛翔距離を調査した．その結果，富士山のホシガラスは 8 月下旬から 11 月下旬にかけてゴヨウマ

ツの種子を貯食していることがわかった．富士山ではゴヨウマツは山地帯から亜高山帯に点在しており，貯

食のために飛翔する距離は直線距離で最長 10.5km と推定された．本研究により，富士山のホシガラスは低

標高から高標高へ種子を運ぶという点で，ハイマツ帯のホシガラスとは異なる貯食行動をおこなっているこ

とが明らかになった .
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殖も確認されている（西・別宮 2012）．ホシガ

ラスが亜高山帯で越冬し，繁殖するためにはマ

ツ属の種子が大量に必要であるが，ハイマツの

ない富士山でホシガラスは何を食物としている

のであろうか．ヨーロッパに分布する基亜種の

N. c. caryocatactes はマツ属の種子を貯食する

ことが知られているため（Vander Wall 1990，

Cramp 1994），ハイマツのない環境では他のマ

ツ類の種子を貯食してることが予想される．日

本ではハイマツの生育しない場所でのホシガラ

スの貯食行動については断片的にしか知られて

おらず，小林ほか（2009）に富士山のホシガ

ラスはゴヨウマツ P. parviflora を採食すると書

かれている程度である．

ハイマツが分布しない富士山でホシガラスが

何を食物とし，どのような貯食行動をおこなっ

ているのかを明らかにすることは，植生の分布

や，鳥類と植物の生物間相互作用を理解する上

で重要である．また，富士山におけるホシガラ

スの貯食行動の様式は，ハイマツ帯の存在する

地域のホシガラスとは異なっている可能性があ

り，ハイマツを欠く環境でホシガラスがどのよ

うな貯食行動をとっているのかを明らかにする

ことは，本種の生態を理解するためにも重要で

ある．

本稿では，富士山北西斜面におけるホシガラ

スの貯食行動を 2009 年 –2012 年の 4 年間に

わたり調査した結果，富士山のホシガラスはゴ

ヨウマツの種子を貯食していること，ハイマツ

帯の存在する地域のホシガラスとは全く異なる

貯食行動をおこなっていることを発見したので

ここに報告する．

調査地および調査方法

調査地は図 1 で示した山梨県富士山北西斜

面で，35°23′N，138°42′E，年間降水量

図 1．調査地および調査地点．
細線は林道を，太線は道路
を示す．
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は 2800mm（ 富 士 急 行 株 式 会 社 1971）， 年

平均気温は 2.9 度（別宮　未発表），標高は

1080–2420m である．調査地点ごとの植生お

よび標高は表 1 に示した．以下に調査方法を記

す． 

1．貯食行動の調査

ホ シ ガ ラ ス の 調 査 を 実 施 す る に あ た り，

2009 年 10 月に図 1 の A 地点で予備調査をお

こなった．その後，図 1 の A–F の 6 地点およ

び点線で示した 1.6km のコースでホシガラス

の貯食行動を調査した．貯食の際，ホシガラス

はそ嚢に多くの種子や堅果をため，重そうに羽

ばたいて自分の生活場所に運んで貯食をする

（中村・中村 1995）．このとき，そ嚢が膨らん

で見えることから，そ嚢の膨らみが確認された

個体は貯食行動をおこなっていると判断した

（図 2）．調査は 7–12 月の晴天または曇天の日

におこなった．A–F の 6 地点では定点調査，図

1 の点線で示した 1.6km ではラインセンサス

法によって，そ嚢を膨らませて調査地に飛来し，

表 1．調査地点の植生および標高．
Table 1．Vegetation and altitude of the study points.

Study points Altitude (m) Vegetation zone Vegetation

A 2360 Timberline  Patches consists of mosses, lichens, and shrubs; 
 Vaccinium vitis-idaea, Larix leptolepis, Abies veitchii, 
 Tsuga diversifolia, Rhododendron brachycarpum, 
 Betula ermanii, Alnus maximowiczii. 

B 2185 Upper part of
 subalpine zone

 Larix leptolepis, Abies veitchii, Tsuga diversifolia, 
 Pinus parviflora

C 1870 Subalpine zone  Abies veitchii, Tsuga diversifolia, Picea jezoensis, 
 Pinus parviflora

D 1760 Subalpine zone  Larix leptolepis, Abies veitchii, Tsuga diversifolia. 
E 1375 Montane zone  Quercus crispula, Euonymus sieboldianus, Salix bakko. 
F 1080 Montane zone  Chamaecyparis obtusa, Tsuga sieboldii, Pinus parviflora. 

図 2．貯食行動中のホシガ
ラス．

Fig.2. A Spotted Nutcracker 
N. caryocatactes caching 
seeds.
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地上に種子を埋める貯食行動をおこなっている

個体（以下，貯食行動中と呼ぶ），そ嚢を膨ら

ませて飛翔している個体（以下，貯食飛翔中と

呼ぶ）の個体数および行動を記録した．定点調

査は日によって異なるが 30 分 –5 時間実施し，

地点から半径 150m を調査範囲とした．ライン

センサスは時速 1–2km でコースを歩き，片側

150m（左右で 300m，上空を含む）を調査範

囲とした．調査中のホシガラスの多くは飛翔し

ていたため，目視でそ嚢の膨らみを確認できな

かった場合は撮影した写真から判断した．また，

調査地点の近くの地上に降りて貯食をした場合

はその場所に行き，ホシガラスの貯食物を探索

した．富士山北西斜面の亜高山帯上部で 2009

年 10 月におこなった予備調査から，貯食を終

えた個体はすぐに麓に向かって降下することが

観察されたため，調査地点上空を降下する個体

については降りた場所や飛翔した方向を記録し

た．

A 地点では 2011 年 7–12 月に 15 回，2012

年は 7–12 月に 14 回調査をおこなった．B 地

点 で は 2009 年 10 月 28 日 に，C 地 点 で は

2010 年 9 月 13 日に，D 地点では 2010 年 9

月 13 日に，E 地点では 2010 年 9 月 18 日に，

F 地点では 2011 年 8 月 23 日および 2012 年

10 月 2 日に調査をおこなった．延べ調査時間

は，A 地 点 87 時 間，B 地 点 30 分，C 地 点 1

時間 30 分，D 地点 30 分，E 地点 30 分，F 地

点 2 時間 40 分であった．ラインセンサスは

2009 年 12 月 21 日，2010 年 8 月 23 日，11

月 29 日，12 月 20 日，2011 年 7 月 27 日，

11 月 21 日におこなった．ラインセンサスをお

こなった場所の標高は 2200–2420m で，植生

は表 1 の A および B 地点を参照されたい．

2．ゴヨウマツの調査

富士山北西斜面において，2009–2014 年の

8–11 月にかけて道路や登山道からゴヨウマツ

を探索し，ゴヨウマツの結実個体が確認された

I–V の 5 地点で球果および種子の状態を記録し

た．Ⅲ地点からⅣ地点までは距離があるものの，

この 2 地点間にはゴヨウマツがまとまって生

えている場所はなかった．ゴヨウマツには変種

のキタゴヨウ Pinus parviflora Siebold et Zucc. 

var. pentaphylla (Mayr) A.Henry が知られてお

り，キタゴヨウは種子の翼の長さが種子と同長

か種子よりも長いという特徴を有している（茂

木 2008）．筆者らは I–V 地点で種子の翼を観

察し，調査地に生育している個体は種子翼が種

子よりも短いことを確認したため，ヒメコマツ

Pinus parviflora Siebold et Zucc. var. parviflora

と判断したが，本論文ではゴヨウマツと呼ぶ．

I 地点では 1 個体，II 地点では 22 個体，III 地

点では 10 個体，IV 地点では 31 個体，V 地点

では 11 個体を調査対象とした．球果の状態は，

+： 緑 色，++： や や 茶 色，+++： 茶 色，++++：

裂開の 4 つに，種子の状態は，*：未成熟，**：

成熟の 2 つに分類した．

ホシガラスおよびゴヨウマツの調査には 8

倍および 10 倍の双眼鏡（Kowa の BD42 およ

び Leica の Ultravid） と 300 mm レ ン ズ の デ

ジタル一眼レフカメラ（Pentax の K-x および

Canon の EOS Kiss X4）を使用した．なお，本

研究は山梨県富士・東部林務環境事務所から県

有林への入山許可および林道使用許可を，ゴヨ

ウマツの採集については環境省および山梨県か

ら許可を得て実施した．

結果

1．貯食行動

予備調査の結果，数例ではあるが貯食行動中

のホシガラスがゴヨウマツの種子を食べている

場面が観察された．観察された行動の内容は，

そ嚢を膨らませて調査地に飛来した個体が地上
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にゴヨウマツの種子を吐き出し，それを再びく

わえて口内で種子を割り，中身を飲み込むとい

うものであった．

次に各地点における調査結果を述べる．A–

F 地点で観察された単位時間あたりの個体数お

よび行動を表 2 に示した．A 地点では単位時

間あたり延べ 65 個体が観察され，その内 55

個体が貯食行動中および貯食飛翔中であった．

2011 年 9 月 14 日および 9 月 30 日，2012 年

10 月 9 日にはゴヨウマツの種子をくわえて飛

翔している個体がそれぞれ 1 個体ずつ観察され

た．2011 年 10 月 14 日および 2012 年 10 月

2 日には，それぞれ 1 個体が地上に貯食をした

場所を探索した結果，ゴヨウマツの種子がそれ

ぞれ 11 粒と 19 粒確認された．これらの種子

は全てほぼ同大で，未成熟や発育不良と思わ

れる形状のものはなかった．2012 年 10 月 26

日はブナ Fagus crenata Blume と思われる堅果

をくわえて飛翔している 1 個体が観察された．

2011 年および 2012 年に A 地点で単位時間あ

たりに観察された貯食行動中および貯食飛翔中

の個体数を図 3 に示した．2011 年と 2012 年

は観察された個体数に違いはあるものの，8 月

下旬から 11 月中旬にかけて貯食行動が観察さ

れ，9 月下旬と 11 月中旬にピークがあった．

B 地点では単位時間あたり延べ 44 個体が観

察され，その内 26 個体が貯食飛翔中であっ

た．C 地点では単位時間あたり延べ 34 個体が

観察され，その内 23 個体が貯食飛翔中であっ

た．D 地点では単位時間あたり延べ 44 個体が

観察され，その内 20 個体が貯食飛翔中であっ

た．E 地点では単位時間あたり延べ 24 個体が

観察され，その内 20 個体が貯食飛翔中であっ

た．20 個体の内，1 個体はコナラ属と思われ

る堅果をくわえていた．B–E 地点で観察され飛

翔方向は，貯食飛翔中の個体は南東から南南西

図 3．2011 および 2012 年に A 地点で観察された貯食行動中のホシガラスの個体数（個体 / 時）．
Fig.4. Number of Spotted Nutcrackers N. caryocatactes caching seeds per hour at point-A in 2011 and 2012
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（低標高から高標高へ）で，それ以外の個体は

北西から北北東（高標高から低標高へ）であっ

た．F 地点では単位時間あたり延べ 6 個体が観

察され，その内 2 個体が貯食飛翔中であった．

各調査地点で観察された低標高への飛翔の記

録を図 4 に示した．2009–2012 年までに 8 例

の記録があり，これらは全てそ嚢の膨らみが確

認されなかった．A 地点では 2011 年 9 月 30

日および 10 月 17 日に幸助山の南側に降りる

ところがそれぞれ 1 個体ずつ観察され，A 地点

からの直線距離は 2km であった（図 4 の②）．

B 地点では 2009 年 10 月 28 日に幸助山の南

側の針葉樹上に降りる 2 個体が観察され，B 地

点からの直線距離は 1.2km であった（図 4 の

⑥）．

ラインセンサス

図 1 の点線で示した 1.6km のコースでライ

ンセンサスをした結果，貯食行動中の個体は，

2010 年 8 月 23 日および 2011 年 11 月 21 日

に 1 個体ずつ観察された．これ以外の調査日に

は，貯食行動中の個体は観察されなかった．

以上の調査から，ホシガラスは 8 月下旬から

11 月下旬にかけてゴヨウマツの種子を貯食し

ていることが明らかになった．また，ブナおよ

びコナラ属と思われる堅果をくわえている例が

それぞれ 1 個体ずつ確認された．

2．ゴヨウマツ

I–V 地点における球果の状態を表 3 に示した．

V 地点の球果は 8 月下旬にやや茶色になり，種

子が成熟し，9 月下旬から球果が裂開した．IV

地点の球果は 8 月上旬にやや茶色になり，種

子が成熟した．III 地点の球果は 9 月下旬にや

や茶色になり，種子が成熟した．II 地点の球果

は 10 月上旬にやや茶色になり，種子は成熟し，

10 月中旬から球果が裂開した．I 地点の球果は
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F i g . 4 .  R e c o r d s  o f  S p o t t e d 
Nutcrackers N. caryocatactes 
which flew to a low altitude.
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Study point Date Number of individuals（/h）
The presence or absence of 

swelling of the crop

Flight direction Behavior

A Jul.–Dec. 2011 
and 2012

    presence 55 SSE, ENE, WSW flight，perch，hoarding

    absence 10 N, NNW, NW
B Oct. 28. 2009     presence 26 S, SSW flight，perch

    absence 18 N, NNW
C Sep. 13. 2010     presence 23 SSW, SSE flight，perch

    absence 11 NNE, NNW
D Sep. 13. 2010     presence 20 SE, SSE flight，perch

    absence 24 N, NW
E Sep. 18. 2010     presence 20 SE, SSE flight，perch

    absence 4 N, NNW
F Aug. 23. 2011

and 
Oct. 2. 2012

    presence
    absence

2
4

SSE
SSE, NNE

flight，perch

表 2．各調査地点におけるホシガラスの単位時間あたりの観察個体数および行動．
Table 2. Number of Spotted Nutcrackers N. caryocatactes observed per hour and their behavior at the study 

points.

10 月上旬でも緑色であった．球果のなかの種

子は，球果が緑色の場合は未成熟であったが，

やや茶色や茶色，裂開したものは成熟していた．

考察

富士山北西斜面では，ホシガラスの貯食行動

は 8 月下旬から 11 月下旬にかけて観察された．

A 地点では貯食行動中の個体がゴヨウマツの種

子をくわえていた例が 3 回あり，地上に貯食を

した場所を探索した結果，ゴヨウマツの種子が

確認された例が 2 回あった．このことから，ホ

シガラスはゴヨウマツの種子を貯食しているこ

とが確実となった．A 地点の南東約 400m の

場所にはゴヨウマツの稚樹が 0.5ha に 200 個

体以上という高密度で生育しているが，この

0.5ha 内ではゴヨウマツの繁殖個体は確認され

ていない（別宮・西 2012）．そしてこれら稚

樹の多くが 1 箇所から数～十数個体が束になっ

て生えている “ 束生 ” である（図 5，別宮　未

発表）．一般的に，ホシガラスは地面にくちば

しで穴を堀り，種子をその穴に数十粒埋める（林

田 1989，斉藤 2003）．したがって，A 地点の

稚樹はホシガラスの食べ忘れ・食べ残しから発

芽したものであると考えられる．

今回はゴヨウマツの種子以外に，ブナおよび

コナラ属と思われる堅果をくわえている例がそ

れぞれ 1 個体ずつ確認された．A 地点から最も

近いブナの生育地は図 1 の a 地点であるため

（富士急行株式会社 1971），少なくとも 4km

離れた場所から堅果を運んでいると考えられ

た．しかし，ブナやコナラ属と思われる堅果を

くわえていた例はそれぞれ 1 回ずつと少なく，

亜高山帯上部に定着した稚樹は確認されていな

い．定点調査や稚樹の分布状況から当調査地で

ホシガラスが貯食しているものの多くは，ゴヨ

ウマツの種子であると考えられる．

ゴヨウマツの結実個体は I–V 地点で確認され

ているが，8 月に種子が成熟しているのはⅣお



120

図 5．束生したゴヨウマツの稚樹．
Fig.5. A cluster of seedlings of P. parviflora that were the same 

age

図 6．ニホンリスの食べ跡．
Fig.6. Gnawing mark of the Japanese Squirrel Sciurus lis.
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よび V 地点だけである（表 3）．貯食期を除く

富士山北麓におけるホシガラスの分布は標高

1920–2365m であり（西・別宮 2013），F 地

点の南側では 4–8 月はホシガラスの記録がな

い（岡久ほか 2012）．以上のことから，F 地点

で 2011 年 8 月 23 日および 2012 年 10 月 2

日に観察されたホシガラスは，亜高山帯から貯

食のために降下した個体と考えられた．III 地

点のゴヨウマツの種子は 9 月下旬にならないと

成熟しないため，8 月下旬から 9 月中旬に A 地

点で貯食をおこなっている個体は，直線距離で

10.5km（標高差 1280m）離れた V 地点やそ

の周辺からゴヨウマツの種子を運んでいると考

えられる．定点調査からも，9 月中旬から 10

月上旬に，A 地点から幸助山を越えて北北西方

向に飛翔する個体が，2010 年 9 月 13 日には

弓射塚の西を北に向かって降下する個体が観察

されている．また，9 月下旬から 10 月下旬に

は幸助山の南側に降りる個体が観察された（図

4）．つまり，A 地点やその周辺に生息している

ホシガラスは 8 月下旬から 9 月中旬はⅣおよ

び V 地点周辺で，9 月下旬から 10 月下旬は III

地点周辺でゴヨウマツの種子を採集していると

考えられる．今回は II 地点に降下するホシガラ

スは確認できなかったが，II 地点の球果は 10

月上旬に熟すため，10 月上旬以降はホシガラ

スに利用されている可能性がある．

ハイマツを貯食するホシガラスはハイマツ帯

からハイマツ帯および針葉樹林帯へ種子を運

び，その散布距離の多くは 100m から 1km 程

度である（Hayashida 2003）．一方，富士山北

西斜面では山地帯や亜高山帯のゴヨウマツの

種子を亜高山帯上部（森林限界付近）にまで

運んでおり，散布距離は最長で 10.5km（標高

差 1280m）と考えられた．両者の貯食行動お

よび散布距離の違いは，ハイマツとゴヨウマツ

の分布様式の違いに起因する．ハイマツは高

山帯に大群落を作るが，ゴヨウマツはブナ帯

から亜高山帯の尾根などに小群落を作る（中

川 2003）．つまり，ハイマツの生育していな

い富士山では，ホシガラスは山地帯から亜高山

帯に点在するゴヨウマツから種子を採集してい

るため，このような長距離を飛翔していると考

えられる．志賀高原ではホシガラスが針葉樹林

帯から標高 1400m 付近まで降り，ツノハシバ

ミ Corylus sieboldiana Blume var. sieboldiana

とミズナラ Quercus crispula Blume の実を針葉

樹林帯に運び上げていることが報告されており

（河辺 1999），富士山北西斜面で観察された行

動とよく似ている．ハイマツの生育している山

におけるホシガラスの貯食行動は，ハイマツ帯

から針葉樹林帯への下方向（低標高）への移動

であるが，富士山北西斜面では山地帯や亜高山

帯から亜高山帯上部への上方向（高標高）への

移動になる．多量の種子をそ嚢にためて上方向

に飛翔することは，多くのエネルギーコストが

かかるであろう．なぜ，そのような多大なエネ

ルギーコストをかけて亜高山帯上部に種子を運

ぶのだろうか．それは越冬や繁殖のためである

と思われる．富士山北麓では 2 月下旬にホシ

ガラスの巣材運びが観察されており（西 未発

表），通常，本種の繁殖は早春に開始されると

考えられる．また，貯食された種子は雛にも与

えていると考えられている（黒田 1967，河辺 

1999）．早春は捕食者が少ないかわりに，餌生

物の量も少ないため，労力をかけてゴヨウマツ

の種子を大量に貯食することが，ホシガラスの

適応度上昇につながっている可能性が考えられ

る．

当調査地ではニホンリスもゴヨウマツの種子

を採食し，一部の球果を貯食するという（小

林ほか 2009）．ニホンリスによるゴヨウマツ

球果の散布距離は不明であるが，富士山北斜

面の亜高山帯における本種の行動圏の長径は約
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1.2km である（小林ほか 2009）．また，ニホ

ンリスは，まだ球果が青い時期の未成熟の種子

も食べる（図 6，2008 年 8 月 2 日亜高山帯上

部，西 未発表）．一方，A 地点で発見されたホ

シガラスが貯食したゴヨウマツの種子は，未成

熟や発育不良と思われる形状のものはなかった

ことから，ホシガラスは成熟したゴヨウマツの

種子のみを貯食のために利用していると考えら

れる．つまりホシガラスは，様々な標高帯の成

熟した種子を長距離運んでくれるという点でゴ

ヨウマツにとって重要な種子散布者である .

富士山北西斜面に生息するホシガラスがゴヨ

ウマツの種子を貯食するために飛翔する距離

は，直線距離で最長 10.5km（標高差 1280m）

であると推定された．富士山のホシガラスは山

地帯や亜高山帯から亜高山帯上部にゴヨウマツ

の種子を運び上げており，ハイマツ帯の存在す

る地域に生息するホシガラスとは異なる貯食行

動をおこなっていることが明らかになった．ホ

シガラスの貯食行動の研究をさらに深めるため

に，今後は貯食場所の選好性や種子の残存率に

ついて明らかにする必要がある．
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The Spotted Nutcracker hoarding seeds of Japanese White Pine in Mt. Fuji 
where Japanese Stone Pine is not distributed

Norio Nishi & Yukiko (Sakata) Bekku

Tsuru University. 3-8-1, Tahara, Tsuru, Yamanashi, 402-8555 Japan

The Spotted Nutcracker, Nucifraga caryocatactes , usually hoards seeds of the Japanese 

stone pine, Pinus pumila (as the staple food in winter). However, the Japanese stone pine is not 

distributed in Mt. Fuji. We conducted an investigation to find the type of seeds hoarded by the 

Spotted Nutcracker on the northwest slope of Mt. Fuji. We found that Spotted Nutcrackers in the 

upper part of the subalpine zone hoarded seeds of the Japanese white pine, P. parviflura, from the 

end of August to the end of November. On the northwest slope of Mt. Fuji, the Japanese white pine 

is scattered from the montane zone (alt.1080m) to the subalpine zone (alt.2356m). We estimated 

that the longest distance that Spotted Nutcrackers flew for hoarding was 10.5 km in a straight line. 

These results indicate that the Spotted Nutcracker of Mt. Fuji carries the seeds from low altitudes 

to high altitudes. This hoarding behavior is different from that of the Spotted Nutcracker of the 

Japanese stone pine zone.

Key Words: Spotted Nutcracker，hoarding behavior，Seed dispersal，Northwest slope of Mt.Fuji


